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(論文審査の要旨)  
学士（工学），修士（工学）松浦弘明君提出の学位請求論文は「Development of Soret Forced Rayleigh 








第1章に, 本研究の背景および, 既存のソーレー係数の測定方法について概説している. 
第2章では, 屈折率の波長依存性を利用した2波長検出技術を, ホモダイン検出によるソーレー
強制レイリー散乱法に応用し, 3成分系ソーレー係数測定を行うための測定理論の導出について
述べている. また, これに基づく測定を実現するため, 2波長のレーザーによる同時検出が可能な
測定システムの設計と構築を行っている. 検出用レーザーの波長として403 nmと639 nmの2つを
選択し, また物質輸送の励起には波長532 nmのレーザーを用いている. 
第3章では, 構築した測定システムの妥当性評価のために行った実験について述べている. 





る. ポリマーフィルム材料cellulose acetate butyrate (CAB)の質量分率を0.1に固定し, 2種類の有機







出用レーザーとCO2レーザーをともに透過する単結晶ダイヤモンドを選択している . また, 
ethanol水溶液の測定により, 2成分系ソーレー係数測定の妥当性を確認している. さらに, 赤外ソ
ーレー強制レイリー散乱法の3成分系測定への応用の可能性について述べている. 
第6章に, 結論として各章で得られた内容をまとめ, 本研究の成果を要約している. 
以上要するに，本研究はソーレー強制レイリー散乱法と屈折率の波長依存性を利用した2波長
検出技術の統合による3成分系ソーレー係数の測定理論を導出し，新たに構築した測定系により
工学的に重要な3成分系の測定結果を示し，さらに，物質輸送励起に赤外光を用いた赤外ソーレ
ー強制レイリー散乱法の測定系の開発を行い，その有用性を明らかにしており，熱物性工学分野
において工学上・工業上寄与するところが少なくない．よって，本論文の著者は博士（工学）の
学位を受ける資格があるものと認める． 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員および総合デザイ
ン工学特別研究第２（システム統合工学専修）科目担当者で試問を行い，当該
学術に関し広く深い学識を有することを確認した． 
また，語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した． 
 
